
鳥
取
市
経
済
活
性
化
戦
略

　今日の地域経済を取り巻く環境は、地方分権の進展による社会情勢や雇用形態の変化な
どにより、厳しい状態が続いています。このため、地域の特色ある産業構造に立脚した新
しい発想に基づいて地域経済の活性化を図ることが重要になってきています。
　本市では、2009 年度に開通する鳥取自動車道を活用して地域経済の活性化を進めるため、
中・長期的な視点での産業振興の戦略を示す「鳥取市経済活性化戦略」のとりまとめを行
ってきました。
　このたび素案がまとまりましたので、その概要をお知らせします。

●
第
８
次
鳥
取
市
総
合
計
画
に
お
い

て
掲
げ
る
本
市
の
将
来
像
「
人
が
輝

き　

ま
ち
が
き
ら
め
く　

快
適
・
環

境
都
市　

鳥
取
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
地
域
の
雇

用
を
支
え
る
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、

観
光
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
の
産
業
全
般
の
振
興
を
図
り
ま

す
。

●
人
口
増
加
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
充
実
、
中
心
市
街
地
活
性
化
な

ど
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
都
市
経
営

を
行
う
と
と
も
に
、
各
政
策
を
関
連

付
け
、
一
体
的
・
総
合
的
に
推
進
し

ま
す
。

●
既
存
産
業
の
活
性
化
や
企
業
誘
致

を
戦
略
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
活
性
化

や
新
た
な
産
業
の
創
出
な
ど
、
誘
致

型
・
内
発
型
の
両
面
に
お
い
て
総
合

的
に
産
業
振
興
を
進
め
ま
す
。

●
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
潮
流
や
産

業
の
課
題
、
特
に
鳥
取
自
動
車
道
の

開
通
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
を
念
頭

に
、
積
極
的
に
地
域
経
済
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
事
業
者
、
大
学
・
研
究
機
関
、
行

政
に
よ
る
産
学
官
連
携
の
充
実
、
新

産
業
の
創
出
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
産
業
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど

を
図
り
つ
つ
、
多
様
な
主
体
が
社
会

参
画
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

●
高
速
道
路
の
活
用
に
よ
っ
て
「
ひ

と
・
も
の
」
の
流
れ
が
盛
ん
で
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
新
し
い
産
業

の
動
き
に
対
応
し
た
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
産
業
構
造
の
中
核
産
業
都
市
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
林
水
産

業
や
伝
統
産
業
・
先
端
技
術
な
ど
の

も
の
づ
く
り
が
盛
ん
で
、
魅
力
あ
る

観
光
産
業
が
活
発
な
、
世
界
に
開
か

れ
た
持
続
発
展
可
能
な
都
市
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

地
域
間
格
差
・
業
種
間
格
差
の
顕

在
化
や
地
域
間
競
争
の
激
化
な
ど
、

地
域
経
済
の
課
題
は
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
７
月
の
有
効
求
人
倍
率

を
見
る
と
、
全
国
平
均
の
１
・
07
倍

に
対
し
、
東
京
都
は
１
・
39
倍
、
鳥

取
市
は
０
・
81
倍
と
、
都
市
と
地
方

の
格
差
は
明
ら
か
で
す
。

　

製
造
品
出
荷
額
の
統
計
で
は
、
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
、
情
報
通
信
機

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

全国平均
鳥取市
鳥取県
兵庫県
大阪府
愛知県
東京都

７月
６月

5月
４月

３月
２月

19年1月
12月

11月
10月

９月
8月

18年7月

愛知県2.03

東京都 1.39
大阪府 1.31

全国平均1.07
兵庫県 0.97

鳥取県 0.77
鳥取市 0.81

有効求人倍率の推移
＜資料：厚生労働省、鳥取労働局＞

鳥
取
市
の
現
状

本
市
の
め
ざ
す

地
域
経
済
の
活
性
化

■市民政策コメント

〜
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

基
本
的
な
考
え
方

策

中
定
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立
」「
④
雇
用
の
拡
大
や
地
元
企
業

の
発
展
に
つ
な
が
る
新
た
な
企
業

誘
致
」「
⑤
産
業
を
支
え
る
人
材
の

育
成
と
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
位
置
づ

け
、
３
年
間
の
目
標
を
設
定
し
、
着

実
に
事
業
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
政
策
コ
メ
ン
ト
で
伺
っ
た
ご

意
見
を
参
考
に
、
さ
ら
に
検
討
を
重

ね
、
年
内
に
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

鳥取自動車道鳥取自動車道
の開通の開通

提出方法　様式は問いません。住所・氏名を明記のうえ、
郵送、ファクシミリ、電子メール、持参のいずれかで
資料配置　11月 6日（火）から市役所本庁舎総合案内
所／市役所第2庁舎地域経済戦略室／市役所駅南庁舎総
合窓口
提出期限　11月 30日 (金) 必着　
提出・問い合わせ先　
市役所第2庁舎地域経済戦略室
　 （0857）20ー3249 （0857）20ー3046 
　電子メールchiikikeizai@city.tottori.tottori.jp

ご意見のあて先、資料の配置場所はこちらです！

※市民政策コメントの詳しい内容については、鳥取市ホ
ームページに掲載しています。

　鳥取市経済活性化戦略（案）について広く意見をいた
だくとともに、行政・産業界が一体となって本市の地域
経済活性化を推進していくことを目的として、フォーラ
ムを開催します。
日時：11月 6日（火）13:00 ～ 17:00
場所：鳥取県立県民文化会館　小ホール
主催：中国経済産業局、鳥取県、鳥取市
内容：
　●基調講演
　　「カーエレクトロニクスの動向と将来展望」
　　講師：三菱電機株式会社
　　　　　自動車機器開発センター長　西

にしむら

村幸
ゆきのぶ

信さん
　●各機関施策紹介（中国経済産業局、鳥取県、鳥取市）
　●パネルディスカッション

とっとり地域経済活性化フォーラム
＆

企業立地促進法フォーラム in 鳥取

●
企
業
誘
致
や
新
た
な
産
業
の
創
出

な
ど
に
よ
り
、
地
域
内
雇
用
が
安
定

確
保
さ
れ
、
環
境
が
優
れ
て
住
み
よ

い
、
市
民
満
足
度
の
高
い
豊
か
な
都

市
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

本
戦
略
で
特
に
重
点
的
に
推
進
す

る
「
①
鳥
取
ブ
ラ
ン
ド
の
特
産
品
づ

く
り
」「
②
地
元
企
業
に
よ
る
新
製

品
開
発
と
市
場
開
拓
の
促
進
」「
③

基
幹
産
業
と
し
て
の
観
光
産
業
の
確

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

アクションプログラム
域内

域外

鳥取市経済活性化戦略

①鳥取ブランドの特産品づくり

③基幹産業としての観光産業の確立

②地元企業による新製品の開発と市
場開拓の促進

④雇用の拡大や地元企業の発展につ
ながる新たな企業誘致

⑤産業を支える人材の育成・確保

観光客誘致
人材誘致
企業誘致

シティーセールス
販路拡大、PR

関 西・ 山 陽 圏 を
はじめとする他地域
（ 外 国 を 含 む ）

人口増加の取り組み

中心市街地活性化
（商業・サービス業）

連携・
ネットワーク化

域内産業の循環
システムの強化

鳥取県東部地域を
中心とする山陰地域

械
、
電
気
・
一
般
機
械
で
80
㌫
を
占

め
て
お
り
、
電
気
・
電
子
関
連
の
業

種
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

その他

一般機械

電気機械

情報通信機械

電子部品・デバイス

電子部品・デバイス
41％

情報通信機械
20％

電気機械
15％

一般機械
6％

その他
18％

平成 17年度鳥取市における産
業中分類別製造品出荷額の割合

＜資料：厚生労働省、鳥取労働局＞

戦
略
は
年
内
に
策
定
し
ま
す
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